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妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

平成 24年 9月 1日発行

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 
〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp
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作家 三浦しをんさん、来山

　今話題の作家、三浦しをんさんが着物好きに愛読されている雑
誌『七緒』（プレジデント社）の取材で、妙壽寺を来訪されました。
　ご本人はしっとりとした、笑顔を絶やさない、かわいらしい方
で、女性カメラマンの無茶ぶりにも素直に応えていらっしゃいま
した。
　取材場所に選ばれた当山は、世田谷の隠れた名所となっている
ようです。『七緒』9 月号を是非お楽しみください。
　三浦さんの小説『舟を編む』（光文社）は、全国の書店員が一
番売りたい本を投票で選ぶ今年の「本屋大賞」に選ばれました。
出版社に勤める青年が辞書編集部に異動し、個性的な人々に囲ま
れて新しい辞典作りに取り組んでいくというストーリーです。と
ころどころユーモアがちりばめられ、地道に生きていく人々への
讃美が面々と紡がれています。読後感の良い一冊です。（三吉久美 記）

（写真は、三浦さん＝右、当住久美夫人＝左）

妙壽寺 2012秋・冬スケジュール

　当山では、毎月第 2 土曜日午後 2 時より月例講正隆会を
開催しております。仏教や法華経についての勉強会や写経
会、またウォーキング課外活動を行っています。檀信徒、
ご友人どなたでも参加できます。例会は、毎回 1 時半より
正隆廟墓前法要を奉修しております。

9 月 8 日（土）	勉強会 『心が温かくなる日蓮の言葉』 拝読 5

10 月	 	 秋のウォーク予定 ・日程は未定。

11 月 10 日（土）	写経会

12月 8 日（土）釈尊成道会三千遍唱題会・勉強会（同上）拝読6

1 月 12 日（土）初題目

2 月 9 日（土）勉強会（同上） 拝読7

3 月 9 日（土）写経会

9 月 22 日 土 祭  秋季彼岸会中日合同法要・動物廟法要

11 月 3 日 土 祭  当山御会式法要

日程未定  正隆会・秋のウォーク

予告
平成 25 年 5 月 3 日〜 5日

関西二大本山（本能寺・本興寺）門祖日隆聖人

第 550 遠忌大法要巡拝旅行（後日詳細ご案内）

　
来
る
9
月
3
日
、
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
（
須
藤
大
恵
会
長
・
仏
教
各
宗
派
の
有
志
寺
院
住
職
の
会
・
当
住

上
人
会
員
）
が
主
催
と
な
り
、
テ
レ
ビ
番
組
『
笑
点
』
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
三
遊
亭
好
楽
師
匠
に
よ
る
復
興
応
援
独
演

会
が
宮
城
県
女
川
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
昨
年
6
月
16
日
、
第
1
回
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
被
災
地
巡
拝
の
地
で
あ
っ
た
女
川
町
と
の
ご
縁
で

復
興
支
援
の
一
つ
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
同
会
メ
ン
バ
ー
と
好
楽
師
匠
の
30
年
来
の
交
遊
の
ご
縁
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
女
川
町
の
蒲
鉾
本
舗
「
髙
政
」
・
髙
橋
社
長
室
長
（
ご
尊
父
は
同
社
社
長
・
女
川
町
復
興
連
絡
協
議
会
会
長
）

と
今
回
の
企
画
に
つ
い
て
の
打
ち
合
せ
を
行
い
、
大
震
災
大
津
波
よ
り
1
年
5
ヵ
月
の
同
町
の
現
状
に
つ
い
て
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
な
か
な
か
復
興
の
進
ま
ぬ
現
状
と
、
心
の
ケ
ア
を
含
め
て
の
支
援
、
そ
れ
を
受
け

る
側
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
、
日
本
仏
教
に
と
っ
て
、
そ
の
将
来
を
展
望
し
、
今
後
の
五
十
年
百
年
を
期
す
る
重
要
且
つ
大
き
な
分
岐
点

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
は
こ
の
東
京
の
地
に
あ
っ
て
、
関
東
大
震
災
・
東
京
大
空
襲
を
体
験
・
伝
承
し
た

者
と
し
て
、
被
災
地
に
対
し
出
来
う
る
こ
と
を
果
た
し
て
い
く
責
務
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

昨
年
6
月
、当
山
開か
い
び
や
く闢
以
来
、初
め
て
と
な
っ
た
奉
納
能
楽
「
鵜
飼
」

が
本
堂
御
宝
前
に
お
い
て
披
露
さ
れ
、
二
百
余
名
の
参
会
者
を
得
て

好
評
を
博
し
ま
し
た
。
今
後
も
是
非
継
続
し
て
欲
し
い
と
い
う
声
を

多
く
い
た
だ
き
、第
2
回
「
葵
あ
お
い
の
う
え
上
」
を
上
演
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

代
々
木
果
迢
会
は
、
観
世
流
能
楽
師
の
浅
見
真ま
さ
た
か高
・
浅
見
真ま
さ
く
に州
・

小こ
ば
や
か
わ

早
川
修
・
浅
見
慈じ
い
ち一

が
主
催
す
る
会
で
、
平
成
10
年
に
発
足
い
た

し
ま
し
た
。会
の
命
名
は
浅
見
真
高
に
よ
る
も
の
で
、「
果か
ち
ょ
う迢
」の「
果
」

は
果
て
、「
迢
」
は
遥
か
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

世
阿
弥
の
伝
書
『
花
鏡
』
奥
段
に
書
か
れ
た
言
葉
、「
命
に
は
終

り
あ
り
、
能
に
は
果
て
あ
る
べ
か
ら
ず
」
か
ら
取
ら
れ
て
お
り
、
能

の
修
行
は
ど
こ
ま
で
も
果
て
が
無
い
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

新
宿
か
ら
程
近
い
代
々
木
能
舞
台
（
登
録
有
形
文
化
財
）
に
お
い

て
、
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
定
期
的
な
公
演
や
能
楽
鑑
賞
の
た
め
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
行
い
、
6
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
芸
能
の
さ
ら
な

る
普
及
に
力
を
尽
く
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
演
目
の
「
葵
上
」
は
、
真
高
師
の
長
男
・
浅
見
慈
一
師
が
シ

テ
を
演
じ
ま
す
。「
葵
上
」
は
、
源
氏
物
語
を
題
材
と
す
る
お
能
の

代
表
作
で
す
。
源
氏
物
語
の
中
で
も
印
象
的
な
賀
茂
の
祭
り
の
車
争

い
の
場
面
で
の
主
人
公
、
葵
上
と
六
ろ
く
じ
ょ
う
み
や
す
ど
こ
ろ

条
御
息
所
。
お
能
で
は
舞
台
に

置
か
れ
た
一
枚
の
小
袖
が
葵
上
を
表
し
、
苦
し
い
恋
の
怨
念
の
た
め

生
霊
と
な
っ
た
六
条
御
息
所
が
「
悟
り
の
智
慧
」
へ
と
変
じ
な
が
ら
、

行
者
の
祈
祷
に
よ
っ
て
法
力
に
屈
し
て
い
く
物
語
で
す
。

　

す
さ
ま
じ
い
般は
ん
に
ゃ若
の
様
相
に
反か
え

っ
て
哀
れ
み
を
感
じ
る
、
女
性
な

ら
誰
で
も
感
情
移
入
の
し
易
い
お
能
だ
と
思
い
ま
す
。
涼
や
か
な
秋

の
夜
を
竹
灯
籠
の
あ
か
り
の
下
、
幽
玄
の
世
界
を
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

本
上
演
の
前
に
本
堂
に
お
い
て
、
当
住
上
人
の
講
話
、
レ
ク
チ
ャ
ー

講
演
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
鍋
島
客
殿
に
於
い
て
は
お
休
み
処
も
一

層
充
実
さ
せ
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

来
る
10
月
14
日
、
当
山
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

代
々
木
果
迢
会
別
会 

第
二
回 

竹
灯
籠
能
会

会　期／平成24年 10月 14日（日）
　　　　午後4時開演（午後3時半開場）

会　場／妙壽寺本堂

参加費／ 5000 円（学生 2000 円）

チケット好評発売中

お申し込みは、氏名・住所・電話番号・
枚数をご記入の上、FAX03−3308−7427

（妙壽寺）へ送信してください。または
代々木果迢会 TEL03−3370−2757
E-mail	info@yoyoginoubutai .com

午前 11時：中日合同法要　初座
午後 12時：動物廟法要
午後 12時 30分：歴代墓所・正隆廟法要
午後 2 時：中日合同法要　第二座

午前 11時：七五三法要
午後 1 時：法話
午後 2 時：法要　組寺有縁上人出仕

奉
納
能
楽
「
葵
上
」
上
演

6 月 30 日、日本に住む外国人家族と風物詩について学ぶ「日本を楽しもう！  七夕」
（NPO和なびジャパン主催）が当山鍋島客殿において行われました。竹の枝に短冊を飾っ
たり、白玉のデザートを作るなど、日本語と英語による解説で 50 名程が楽しみました。

“七夕を遊ぼう”
オープン テラス



「隅田川」　　　　　　檀信徒　高木敏子

Diary

寺日記

寿
の

●
5
月
15
日
　
小
西
日
遶
猊
下
管
長
推
戴
式
　

　

大
本
山
本
興
寺
小
西
日
に
ち
ぎ
よ
う遶
御
貫
首
猊
下
の
管
長
推
戴

式
が
同
大
本
山
ご
本
堂
に
お
い
て
厳
粛
に
奉
修
さ
れ
、

そ
の
後
尼
崎
ホ
テ
ル
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
に
お
い
て
同
祝
賀

会
が
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
猊
下
は
御
挨
拶
の
中
で
、
日
隆
聖
人
の
御
聖
教
の

格
護
と
そ
の
精
神
の
発
揚
を
誓
わ
れ
ま
し
た
。

●
5
月
22
～
24
日
　
法
華
宗
宗
議
会
開
催
　

　

人
形
町
の
法
華
宗
宗
務
院
に
お
い
て
第
66
次
定
期
集

会
が
開
催
さ
れ
当
住
上
人
（
東
京
教
区
選
出
宗
会
議
員
）

が
出
席
さ
れ
、
明
日
の
宗
門
に
向
け
て
の
活
発
な
議
論

が
な
さ
れ
、
本
宗
会
に
お
い
て
脱
原
発
の
声
明
文
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

●
5
月
22
日
～
6
月
3
日
　「
村
山
秀
紀
‐
裂
に
遊
ぶ
」展

　

村
山
秀
紀
氏
（
当
山
世
話
人
役
員
）
の
展
覧
会
が
西

麻
布
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

ル
・
ベ
イ
ン
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

当
山
関
係
者
は
じ
め
多
く
の
方
々
が
来
場
し
、そ
の
洗
練

さ
れ
た
革
新
的
な
京
表
具
の
技
法
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
3
・
4
日
　
妙
壽
会
旅
行

　

当
山
役
員
・
婦
人
会
・
お
手
伝
い
・
職
員
の
親
睦
旅

行
会
で
あ
る
妙
壽
会
は
、
昨
年
の
大
震
災
に
よ
り
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
大
震
災
に
よ
り
多
く
の
影

響
を
受
け
た
「
益
子
と
日
光
の
旅
」
へ
18
名
に
て
訪
れ

ま
し
た
。
下
記
に
詳
細
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
　  

声 

明 

文

一
、
立
正
安
国
の
理
念
に
基
づ
き
、
東
日
本

大
震
災
被
災
地
の
復
旧
復
興
が
す
み
や

か
に
行
わ
れ
、
心
身
と
も
に
安
穏
な
る

社
会
を
目
指
し
て
今
後
と
も
精
進
い
た

し
ま
す
。

一
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
一
日

も
早
い
収
束
を
祈
り
、
原
子
力
発
電
に
た

よ
ら
な
い
、持
続
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
四
日

法
華
宗
（
本
門
流
）

法
華
宗
（
本
門
流
）
第
六
十
六
次
宗
会

　

平
成
24
年
7
月
7
日
、
正
隆
会
の
お
経
と
お

焼
香
の
後
に
平
島
盛
龍
上
人
の
講
義
を
拝
聴
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。平
島
上
人
と
は
毎
夏
、

妙
壽
寺
に
ご
滞
在
の
際
に
当
山
久
美
夫
人
と
供

に
お
食
事
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
3
年
ほ
ど
前
か
ら
何
度
か
御
上
人

の
講
義
を
拝
聴
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
そ
の

わ
か
り
や
す
く
貴
重
な
お
話
に
感
動
い
た
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
義
の
テ
ー
マ
は
「
御
題
目
の
ル
ー

ツ
を
さ
ぐ
る
」
で
す
。
は
じ
め
に
本
堂
内
陣
の

造
り
や
お
焼
香
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
お
教
え
い

た
だ
き
、
日
頃
何
げ
な
く
行
っ
て
い
る
所
作
を

正
し
い
方
法
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
題
に
入
り
、
法
華
経
の
構
成
、
宗
祖
以
前

の
唱
題
と
宗
祖
の
唱
題
の
比
較
や
、
私
た
ち
が

日
常
お
題
目
を
お
唱
え
す
る
こ
と
の
意
味
な
ど

に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
出
席
の
皆

さ
ん
は
メ
モ
を
取
る
な
ど
し
て
熱
心
に
聞
い
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
島
先
生
、
素
晴
ら
し
い
お
話
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
次
回
の
御
講
義
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

Kugenuma & San Francisco
鵠沼・桑港から

日蓮教会（桑港）
 7 月 29 日　　サンフランシスコ日本町の日蓮教会
において、四十名余のメンバーが参集して盂蘭盆会
法要が奉修され、当住上人法話に続き、同教会石
田和麿会長による盂蘭盆会スピーチ、階下において
持ち寄りのポトラックランチョンとなりました。
　尚、前日の土曜日には表千家四

しかたそうじゅん

方宗順（順子）
先生社中によるお茶事があり、当住上人、園田顕
敦師、石田妙子・鈴木友子さんが出席しました。

晴明庵（鵠沼海岸）
 7 月 23 日　　信徒三十名余にて盂蘭盆会唱題の
供養が行われました。法話では青年僧二上人（吉
崎隆生・佐藤龍昴両師）による明朗快活な御法
話がありました。

 8 月 23 日　　晴明庵伊東支部主催により、楠山
豊治邸のご宝前において二十余名の参列のもと海
施餓鬼唱題が奉修されました。昼食供養席をはさ
み、伊東港から船にて俎岩を巡拝し、宗祖日蓮大
聖人御尊像前にて唱題行が行われました。

●
6
月
24
日
　
植
田
家
先
代
五
十
回
忌
法
要

　

当
山
総
代
植
田
新
太
郎
氏（
ウ
エ
ダ
ジ
ュエ
ラ
ー
会
長
）の

ご
尊
父
植
田
冨
士
朗
様（
本
寿
院
昌
徳
智
雄
日
朗
居
士

昭
和
三
十
八
年
七
月
二
十
二
日
逝
去
）の
五
十
回
忌
が

当
山
本
堂
に
お

い
て
厳
粛
に
ご

修
行
、
ご
親
族

25
名
が
参
拝
さ

れ
ま
し
た
。
ま

た
帝
国
ホ
テ
ル

に
お
け
る
供
養

席
に
、
久
美
夫

人（
当
住
上
人

代
理
）
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
26
日
　
当
住
上
人
岡
山
巡
拝

　

当
住
上
人
が
か
ね
て
参
拝
を
希
望
し
て
お
り
ま
し
た

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
日
蓮
教
会
信
徒
阿
部
和よ
し

子こ

さ
ん
の

墓
参
供
養
に
岡
山
市
の
菩
提
寺
墓
所
を
参
ら
れ
、
ご
主

人
阿
部
尚
司
氏
の
ご
案
内
に
て
牛
窓
本
蓮
寺
（
圓
成
昭

龍
上
人
）を
参
拝
さ
れ
、
先
代
上
人（
大
本
山
本
興
寺
御

閑
士
貫
名
日
諦
上
人
）
の
ご
回
向
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

●
7
月
7
日
　
平
島
盛
龍
先
生
正
隆
会
特
別
講
義

　

正
隆
会
恒

例
の
平
島
上

人
（
法
華
宗
興

隆
学
林
教
授
・

徳
島
市
妙
典
寺

住
職
）
に
よ
る

特
別
講
義
が

開
講
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
に
伊

東
千
秋（
妙
潤
）

さ
ん
の
受
講
レ

ポ
ー
ト
を
お
送

り
し
ま
す
。

●
7
月
16
日
　
盂
蘭
盆
会
法
要

　

当
山
盂
蘭
盆
会
付
施
餓
鬼
法
要
が
暑
さ
厳
し
き
中
、

24
名
の
寺
院
上
人
の
ご
出
仕
を
得
て
奉
修
さ
れ
、
新

盆
ご
家
族
を
始
め
と
す
る
五
百
名
余
の
ご
参
詣
を
頂

き
ま
し
た
。

●
8
月
2
日
　
元
婦
人
会
会
長
・
丹
野
久
刀
自
逝
去

　

丹
野
久
刀
自
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
常
貞
院
妙
久
日

徳
大
姉
、
享
年
94
歳
）。
刀
自
は
当
山
元
総
代
丹
野
政

雄
氏
夫
人
と
し
て
内
助
の
功
を
尽
く
さ
れ
、
ま
た
、
当

山
婦
人
会
会
長
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
、
当
山
護
持
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
月
6
日
、
7
日
、
桐
ヶ
谷
斎
場
に
て
の
通
夜
、
葬

儀
に
は
当
住
上
人
、
佐
々
木
上
人
、
園
田
・
石
塚
両
師

が
読
経
供
養
し
、
婦
人
会
の
関
係
各
位
は
じ
め
、
多
く

の
方
々
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

●
8
月
15
日　

終
戦
記
念
日
追
悼
唱
題
行

　

午
前
11
時
よ
り
、
大
坪
顕
孝
導
師
に
よ
り
戦
死
戦

没
追
悼
の
唱
題
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

正
隆
会
勉
強
会

平
島
盛
龍
上
人
の
講
義
を
拝
聴
し
て

当
山
徒
弟
　
伊
東
千
明

（
妙
潤
）

ご自坊妙典寺本堂再建中の柱組みの傍らの平島先生

「
春
の
う
ら
ら
の
隅
田
川
…
」
と
歌
わ
れ
た
位
、

昭
和
の
初
め
頃
の
隅
田
川
は
綺
麗
だ
っ
た
。
昼

間
は
両
国
橋
の
た
も
と
か
ら
、
ポ
ン
ポ
ン
蒸
気

の
船
が
浅
草
に
向
か
っ
て
上
り
又
下
っ
て
来
て

い
た
。
あ
と
で
判
っ
た
事
だ
が
、
葛
飾
北
斎
や

勝
海
舟
（
生
誕
の
地
）
や
芥
川
龍
之
介
が
、
祖

父
母
の
所
に
養
子
に
来
て
、
川
の
近
く
住
ん
で

い
た
そ
う
だ
。
作
品
の
中
に
隅
田
川
の
杭
の
話

が
文
中
に
あ
る
小
説
も
あ
る
。
私
は
昭
和
七
年

生
れ
だ
が
、
昭
和
十
二
年
位
ま
で
は
、
の
ど
か

な
風
景
だ
っ
た
。

　

で
も
今
、
考
え
て
み
る
と
昭
和
四
年
の
大
恐

慌
が
あ
り
、
昭
和
六
年
に
は
、
満
州
事
変
（
現

在
の
中
国
東
北
部
）
が
勃
発
し
、
昭
和
十
二
年

に
は
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
子

供
で
あ
る
私
に
は
、
日
本
の
軍
隊
が
、
他
国
の

兵
隊
と
戦
っ
て
い
る
、と
い
う
実
感
が
な
か
っ
た
。

た
だ
私
の
覚
え
て
い
る
の
は
、「
全
権
大
使
松
岡

洋
右
」
と
い
う
人
が
、
国
際
連
盟
（
現
在
の
国

連
）
で
大
演
説
し
、
日
本
は
脱
会
し
て
帰
国
し

た
と
母
が
話
し
て
く
れ
た
。
子
供
だ
っ
た
私
は
、

そ
れ
が
ど
れ
だ
け
大
変
な
事
だ
と
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
。
新
聞
や
ラ
ジ
オ
は
、
そ
の
人
を
勇
気

あ
る
行
動
者
と
し
て
称
え
て
い
た
。
男
の
人
達

は
、
そ
の
行
動
を
知
り
、
皆
、「
や
っ
た
、
や
っ
た
、

日
本
人
の
心
意
気
を
示
し
た
の
だ
…
」
と
大
騒

ぎ
だ
っ
た
。
都
電
が
現
在
の
バ
ス
の
よ
う
に
走
っ

て
い
た
時
代
で
、
都
電
は
、
赤
、
青
、
黄
の
電

飾
で
飾
ら
れ
、
紙
で
作
っ
た
花
（
私
達
は
花
電

車
と
呼
ん
で
い
た
）
が
、
電
車
に
沢
山
付
け
ら

れ
走
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
広
い
通
り
ま
で
大
人

も
子
供
も
観
に
行
き
、
電
車
が
通
る
度
に
万
才
、

万
才
と
叫
ん
で
い
た
。
今
思
う
と
国
民
は
真
実

を
教
え
ら
れ
ず
、
た
だ
た
だ
感
激
し
て
い
た
の

だ
。

　

そ
し
て
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
朝
の
放

送
を
ラ
ジ
オ
で
聴
い
た
の
だ
。「
本
八
日
未
明
、

西
太
平
洋
上
に
お
い
て
、
帝
国
海
軍
は
、
ハ
ワ

イ
の
米
艦
隊
に
対
し
て
、
決
死
的
な
攻
撃
を
敢

行
せ
り
…
」

「
日
本
は
カ
ン
ニ
ン
袋
の
緒
が
切
れ
た
の
だ
…
」

「
や
っ
ぱ
り
日
本
海
軍
は
強
い
！
や
っ
ぱ
り
強

い
！
」
と
口
ぐ
ち
に
叫
び
、
男
の
人
達
は
、
狂

喜
の
沙
汰
だ
っ
た
。
日
本
軍
は
、
東
南
ア
ジ
ア

を
制
圧
し
、
二
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
し
た
。

勝
っ
た
、
勝
っ
た
の
戦
争
も
こ
こ
ま
で
で
、
六
月

五
日
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
大
敗
し
、
こ
こ
か

ら
は
全
滅
、
玉
砕
の
連
続
。
そ
れ
で
も
日
本
軍

は
、
ま
だ
戦
争
を
続
行
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和

十
八
年
に
は
、
イ
タ
リ
ア
は
全
面
降
伏
し
、
昭

和
二
十
年
五
月
は
、
ド
イ
ツ
も
全
面
降
伏
し
た

と
い
う
の
に
︱
。
こ
れ
で
三
国
同
盟
の
二
つ
の
国

が
敗
け
た
の
に
︱
。
七
月
二
十
六
日
に
は
、
連

合
軍
か
ら
降
伏
せ
よ
と
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
届

い
て
い
た
と
い
う
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
受
託
し

て
い
れ
ば
、
私
の
父
も
死
な
ず
、
広
島
、
長
崎

の
原
爆
投
下
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
や
っ
と

八
月
十
五
日
の
天
皇
の
敗
戦
を
告
げ
る
放
送
に

よ
っ
て
、
戦
争
と
い
う
幕
が
下
り
た
の
で
あ
る
。

連
合
軍
に
依
る
占
領
と
な
り
世
の
中
は
大
混
乱

と
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
兵
隊
に
行
っ
て
い
た
兄
二

人
は
帰
っ
て
来
た
。
父
、
母
、
妹
た
ち
は
「
戦

災
死
」
し
た
け
れ
ど
︱
。
私
は
生
き
て
い
る
の

だ
と
、
そ
の
時
泣
き
に
泣
い
た
。

　

戦
争
が
終
わ
っ
て
、
色
々
の
真
実
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
無
謀
な
戦
争
へ
の
道
へ
と
進
め
た
指

導
者
を
心
か
ら
憎
ん
だ
。
そ
の
指
導
者
の
誤
り

の
判
断
の
為
に
、
ど
れ
だ
け
の
国
民
が
死
ん
で

行
っ
た
か
。
情
け
な
い
や
ら
悔
し
い
や
ら
、
言

葉
で
は
い
い
尽
く
せ
な
い
怒
り
を
覚
え
た
。

　

戦
争
が
終
わ
っ
て
、
私
は
両
国
橋
の
真
ん
中

で
立
ち
止
ま
り
、
隅
田
川
の
流
れ
を
眺
め
て
い

る
と
私
の
心
は
、
悲
し
み
で
、
凍
り
つ
い
た
。
昭

和
二
十
年
三
月
十
日
に
は
、
川
一
面
死
体
が
川

上
か
ら
川
下
へ
と
流
れ
て
行
っ
た
。
き
っ
と
今
で

も
東
京
湾
の
海
の
底
に
は
、
ど
れ
だ
け
の
人
達

の
遺
体
が
沈
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
無
念
の
死

を
と
げ
た
人
達
が
︱
。
隅
田
公
園
の
桜
の
木
の
下

に
も
沢
山
人
々
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

戦
後
、
隅
田
川
は
濁
っ
て
い
た
。
で
も
今
は

普
通
の
川
と
な
り
、
静
か
に
流
れ
て
い
る
。
隅

田
川
の
花
火
大
会
も
復
活
し
、
観
光
船
も
走
っ

て
い
る
。
夜
に
な
る
と
屋
形
船
も
出
て
、
人
々

の
笑
い
声
を
の
せ
て
、
川
を
上
っ
た
り
、
下
っ
た

り
し
て
い
る
。
あ
ゝ
、
平
和
っ
て
い
い
な
ぁ
︱
。

身
を
持
っ
て
あ
の
悲
惨
さ
を
運
ん
だ
隅
田
川
よ
、

い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
、
ゆ
る
や
か
に
。
合
掌

�

（
雑
誌
「
水
と
流
れ
」
よ
り
転
載
）

当山檀家で『ガラスのうさぎ』著者であられる
高木敏子氏の随筆をここにお送りいたします。

行　程

   集　合

　　　（高速道）

●ホテルサンシャイン
　益子館（昼食）

●益子陶芸美術館
　見学

●外地酒造
　見学・試飲

●日光東照宮
　五重塔　見学

●日光温泉
　日光千姫物語

●日光温泉

●いろは坂

●光徳牧場　見学

●戦場ヶ原
　赤沼　散策

●日光金谷ホテル
　（昼食）

●瑞光寺　参拝

　　　（高速道）

　　着

6月3日 6月4日
日 月

泊

妙
壽
会
旅
行

益
子
と
日
光
の
旅

（
6
月
3
・
4
日
）

（新宿駅）

（新宿駅）

日光金谷ホテルにて。この後、2 階のレストランにおいてビーフシチューで舌鼓

日光市今市瑞光寺参拝。前列中央右から、当住上人、
住職高村法顕上人、同妙浩夫人

今話題の東京スカイツリーなどのタワーの建築のルーツ
と言われる日光東照宮五重塔にて

［義捐金のお知らせ］ 

　本年 3 月の大震災一周忌以降に寄せられた義捐金は福島
市立正院（住職・矢吹泰英上人）日光市瑞光寺（住職・高
村法顕上人）に等分にお届けし、瑞光寺様には妙壽会旅行
での同寺参拝においてお渡し致しました。


